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連載 著作権と情報システム 第 15 回 

司法書士／駒澤大学 田沼 浩 
１．著作物 

 

[3] 文化庁案「著作権審議会第六小委員会（コンピュータ・ソフトウェア関係） 

       中間報告」（7） 

 
Ⅳ 保護の内容 

 二 著作権 
著作権法における財産的権利、特にプログラムと関係の深い複製権と翻案権を中心

に検討されている。 
（1）複製権 
著作権法の複製権は有形的な再製を前提としていることから、再製されたもの（固

定されたものでなくてもよい）が実質的に同一であればよく、同一性が保たれていれ

ば同じ表現形式でなくてもよい。 
 中間報告ではプログラム著作物の複製権について、次の事項について検討されてい

る。 
ア ソフトウェアの一部分の複製にも権利が及ぶか。 

著作物の一部分（たとえば部分的機能を集めたシステムを構成するモジュールの

ようなまとまりのある部分）の複製でも、著作物としての有用性（創作的表現）が

あれば、複製権として権利が及ぶ。ただし、個々のステートメント（プログラム言

語で記載されたそれぞれの文）の複製やある程度まとまったステートメントでも慣

用的に用いられているような一部分の複製は、複製権としての権利は及ばない。 
イ プログラム言語の変更について、どの程度なら複製物となるか。 

著作権審議会第二小委員会の昭和４８年６月の報告書から引用されているとお

り、「プログラムのプログラミング言語を変更して作成したプログラムは、原プログ

ラムの複製物であるにすぎない。（同報告書 13 頁）」（たとえばオブジェクト・プロ

グラムはソース・プログラムの複製物にすぎない。）と考えられているが、中間報告

ではあるプログラム言語から他のプログラム言語に変更するときに、すべてが複製

に当たるということはないとしている。たとえば、フローチャートからアルゴリズ

ム（解法）を摘出して新たにプログラムを作成するような場合は、別のプログラム

を作成することになるため、新しい著作物と考えられる。要するに、コンパイラや

アセンブラなどの変換プログラムを使って機械的に言語を変更する場合ではなく、

新たな創作性を有するようなプログラム言語の変更過程を経た場合は、新しいプロ

グラムとなるため、原プログラムの複製物とはならないということである。 
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